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一人でも多くの方が柏崎に定住することで人口減少の流れを緩やかにする 

第２期総合戦略では、第二次行動計画最終年度の令和７（２０２５）年度には、本市の人口

（国勢調査から推計）は７６，５３３人になると推計していますが、人口減少が加速化してい

る現状から、その推計を下回る可能性もあります。 

 

３ 人口減少が及ぼす影響 

本市の人口減少は残念ながら避けられないのが現実です。第２期総合戦略では、人口減

少が及ぼす影響として主に次の３つを挙げています。 

人口減少は、様々な面で影響を及ぼし、人口減少を加速化させる悪循環となります。 

４ 目指す姿 

「定住人口の増加」は地方全体の課題ですが、この状況の中で、本市の人口を増加させるこ

とは難しいのが現実であり、第五次総合計画後期基本計画では、令和７（２０２５）年度末の

人口目標を７６，０００人以上としています。このことを踏まえ、第二次行動計画での本市の

目指す姿を次のとおりとし、様々な移住・定住施策に取り組みます。 
 

 

 

５ ターゲットと重点エリア 

⑴ ターゲット 

 

⑵ 重点エリア 

 

 

■市民生活への影響
・地域活動、伝統行事の担い手不足
・医療・介護従事者の不足

■市財政への影響
・固定資産税、地価の下落による減収
・減収による市民サービスの低下の恐れ

■地域経済への影響
・消費活動の縮小、生産額の減少
・地域経済活動の縮小
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